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戦
後
日
本
の
産
業
苒
編
成
に
ょ
'

る
独
占
支
配
強
：化
の
諸
形
態
'

に
っ
ぃ
て

—

.

内

.

容

B

フ
は
.
し
.
.

が
.

き
.
丨

㈡

再
編
成
の
基
礎
条
件
の
形
成

——

設
備
合
理
化
を
め
ぐ
る
問
題
I

.

S

再
編
成
に
ょ
る
独
占
友
配
の
形
態 

⑴

ノ
支
配
手
段
と
し
て
の
独
占
と
競
争 

:

1

独
占
価
格
の
機
權 

:
11

カ
ル
テ
ル
の
結
成
と
そ
の
利
用 

.

⑵

企
業
系
列
•化
に
ょ
る
支
配
方
式

i

企
業
系
列
化
と
中
小
企
業
の
支
配
'
•
収
寧 

il

企
業
系
列
化
と
独
占
体
の
再
編
成 

H

再
！！

成
を
め
■ぐ
る
矛
盾
の
現
段
階

㈠

は

し

が

き

：

わ
が
国
の
戦
前
の
産
業
合
理
化
は
、
い
わ
ば「

日
本
型」

，
合
理
化
と
し
て
、

:

•

.:

ノ

尾
.

'

-

城

太

：
郎，丸

.

生
産
技
術
の
改
良
よ
り
も
む
し
ろ
労
働
強
化•

低
賃
金
等
の
問
題
に
よ
り
強
く 

結
び
っ
い
て
い
た
。
戦
後
の
産
業
合
理
化
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
^

題
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
重
要
な
側
面
を
な
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、最
近
数
年
間
、
 

日
本
の
産
業
の
各
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い
る「

産
業
！

成」

が
、
か
っ
て
の 

産
業
合
理
化
に
比
べ
て
、
技
術
革
新
.

設
備
合
理
化
'

べ1

産
方
式
の
高
度
化
、
 

さ
ら
に
産
業
全
体
の
合
理
化
と
い
う
要
素
を
よ
り
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
も
否 

定
で
き
な
い
事
実
で
、あ
る
。
か
の
生
産
性
向
上
連
動
も
合
理
化
の
こ
の
よ
う
な 

段
階
に
対
疮
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
戦
前
か
ら
資
本
主
義
の
発
達
の
後
進
性 

や
産
業
基
盤
の
脆
弱
性
が
問
題
と
さ
れ
て
来
た
わ
が
国
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た 

新
し
い
傾
向
は
と
く
に
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。
経
済
白
書(

昭
和
三
十 

一
年
度)

が
、
こ
の
傾
向
を
、
そ
れ
が
生
産
よ
り
消
费
.に
至
る
す
べ
て
の
過
程 

を
支
配
す
.

る
も
の
と
し
て
、「

経
済
構
造
の
近
代
化」

(

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
1

/

1
 

シ
ョ
ン)

と
名
づ
け
た
の
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
産
業
一
®

!

成
を
行
う
も
の
は
独
占
資
本
で
あ
り
、「

近 

代
化」

に
応
じ
て
そ
の
産
業
支
鲺
の
方
式
も
ま
た
種
々
の
新
し
い
^
_
を
生
み

出
す
と
と
と
な
る
。
本
稿
は
、
再
編
成
の
過
程
で
強
化
さ
れ
る
独
占
支
配
の
新 

し
い
方
式
の
特
徴
を
'.

生
産
基
盤
の
変
化
に
よ
る
生
産
.

資
本
の
集
中
、
独
占 

#!
■

格
、
ヵ
ル
テ
ル
、
■

企
業
系
列
化
等
の
.諸
側
面
か
ら
考
察
し
て
見
よ
ぅ
と
す
る 

，も
の
で
あ
る
。

,

.

再
編
成
：の

基

礎

条

件

の

形

成
.

■■
. 

' 

:

―

-

fiJ
J
C

備
八
ロ
理
化
を
め
ぐ
る
間
題
_

―

I

独
占
資
本
の
産
業
支
配
の
®

礎
は
、

1

般
的
に
は
、
生
産
の
集
積
•
集
中
と 

>-
.

」

れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
資
本
蓄
積
の
過
程
で
あ
る
。

.

経
済
白
書
1(

昭
和
三
ナ
ー
.

年
度)

に
よ
れ
ば
、：
日
本
の
鉱
エ
業
生
産
：は
、
敗 

戦
に
よ
っ
て
一
時
1

趴
水
準

(

一.
九
一
一
一
四—

六
年
N

 

一
 

0

0

)

:

の
.三
割
に
ま
で 

低
下
し
た
；が
、
そ
の
1

常
な
テ
ン
ポ
を
も

‘

っ
て
回
復
.

上
昇
を
遂
げ
、
五
.五 

年
に
は
戦
前
水
準
の
一
.

一
倍
近
く
に
.

達

し

(

五
六
年
に
は
ニ
倍
以
上
に
な
っ
'
た
と 

い
わ
れ
る〕

、
1

刖
に
比
ベ
て
産
業
構
成
の
高
度
化
•重
化
学
工
業
化
の
傾
向
が 

よ
^
著
し
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
ハ
経
済
企
，
庁
資
料
1

0

業
部【

別
鉱
エ 

業
，生
座
指
数
：}
。
ま
た
、
こ
の
生
産
の
集
積
と
兔
ら
ぶ
生
産
の
_

中
は
、主
要
鹰 

業
部
P5

に
つ
い
て
各
企
業
別
に
見
た
と
と
：ろ
で
は
、
経
辟
力
集
中
排
除
法
等
の 

影
響
で
、

1

则
時(

一
九
三
七
年)

の̂

態
に
比
'

ベ
て
遙
か
に
進
ん
.で
い
る
と

に
お
い
て
既
に
戦
前
を
凌
駕
す
る
観
が
‘

る

(

次
頁
第
1

表
参
照
^

_

そ
し
て
、：
こ
の
よ
う
な
生
産
の
集
積
•

集
中
が
、戦
後
の
各
段
階
を
通
じ
て
、

.

.

復
興
初
期
.

の
復
金
融
資
•

価
格
差
補
給
金
、
あ
る
い
は
ド
ッ
ジ
•
ラ
ィ
ン
以
後 

の
見
返
資
金——

開
発
銀
行
融
資
等
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
資
金
、
ま
た
不
況 

.

.

恐
慌
時
に
お
け
る
滞
«

罾
罾
_

の
巨
大
銀
行
の
.貸
出
資
金
等
を
主
た
る
掼
杼 

と
し
て
、

独
占
資
本
を
中4

に
推
し
進
め
ら
れ
て
来
た
1

の

の

結

 

果
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る

(

し
，か
し
、
五
三
年
ー
〇
月
に
は
じ
ま 

づ
た
デ
フ
レ
政
策
以
降
、
独
占
巨
大
■

企
業
を
中
心
に
企
業
経
常
が
次
第
に
充
実
. 

し
、：資
本
蓄
稹U

お
け
る
企
業
の
内
部
資
金
の
比
重
が
高
ま
る
に
至
っ
た)

0

グC
 

し
て
、
こ
の
戦
後
，一
◦

年
間
，の
資
本
蓄
積
：の
累
計

(

政

府
.

民
間
各
企
業
の
.内 

.

部
資
金
及
び
外
部
資
洽
の
合
!!
:

、
は
、
犬
■

蔵
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
四
年
現 

在
の
価
格
に
換
算
し
て
約
一
ニ
兆
円
®

前
の
.

1

〇
平
間
の
推
定
蓄
積
額
五
兆 

S
Z
,

の
約
ニ
.

四
倍)

に
達
す
る
と
い
.

わ
れ
て
.

い
る
。

：

.

■

〈

とV

ろ
で
産
業
禱
成
に
と
.

っ
て
と
く
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
は
、
こ 

の
よ
う
な
資
本
蓄
積
の
基
幹
部
分
と
も
い
う
，ベ
令
設
備
投
資
で
あ
る
。
然
ら
ば 

:

戦
後
め
月
本
の
設
備
投
資
は
い
か
，な
る
動
向
を
示
し
た
：か
。
同
白
書
：に
よ
れ 

'

ば
：
日
本
の
生
産
設
備
は
、

I

九
三
五
年

(

昭
和
ー
0

年)

' 

の
現
在
高
を
1

〇 

a

と
しP

、'

敗
戦
直
後
に
は
戦
時
の
膨
張
し
た
規
模
，.

(

一
九
〇)

が
ー
四
〇
と

は
い
え
な
い
が

(

公
正
取
引
委
員
会
調
查
部
資
料—

主
要
_

業
に
'̂

け
.

る
上
位
.

■

縮
小
し
た
が
、;:
'
-
-，五
--

年
；̂
後
の
設
備
農
を
経
て
五
五
年
末
の
現
在
高
は
ニ
〇 

企
業
の
累
稹
集
中
度)

、
こ
れ
を
財
闕
資
本
系
統
別
.

に
見
れ
ば
、各

系

統

企

業

群
.

o

に
な
る
と
推
定
，さ
れ
、
こ
の
設
_
の
現
在
高
が
戦
前
に
対
し
て
約
ニ
倍
の
エ 

全

体

(

企
業
数
か
ら
い
え
ば
戦
前
ょ
り
増
加
し
て
い
.る
と
見
ら
れ
る)

へ
の
生
'

.

^

生
産
に
見
合
つ
^

い
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
.こ
の
ょ
ぅ
に
拡
大

産
集
中
は
'
 

主
要
産
業
の
各
分
野
に
お
い
て
1

刖
ょ
り
遙
か
に
：進
み
、：
五
.

ニ
.

年

.

し
た
戦
後
の
設
備
段
資
の
内
容
に
あ
る
。

.

'.

' 

•

1

.

. 

.

.

.

•

 

. ■ 

•

.

鹿

業

再

編

成

の

最

近

の

特

徴

と

問

題

点

.

.

:

\

:

'
 

b

五

(

三
八
七)

.



〔第 1 表:）财闕系企業への生鹿集中（1952年度） .

■T注 〕 ( ) 内は1937年 度 （エコノ ミスト1954年4 月 10日号50ベ

t f爛系 

f細 、 、 ^ 三井系 三菱系 住友系 安田系 '第ゲ.系 計 その #

石 炭 1 (27.3)
24.1

(12.1)
12.8

(6.4)
4.2

; (―) 
2.9

(45.8)
46.4

(64.2)
68.6

普 通 銅  ̂
鋼 材 1

ぐー) ( - ) ( ~ )
5,4

(” )
11,7

(7.2)
8.3

C7.2)
25.4

(92,8)
74.6

電 氡 鋼 { (~ *) 
0,8

(11.9)
20.0

(16.0)
16.Y

(37,4)
30,0

(21.5)
1.8

(86.8)
68.8

(13,2)
31.2

造 船 1 (15,3)
7.6

C35.4)
36.5

(―) (1.2)
6.7

(13.7)
30.4

(65.6)
81.2

(34;4)
18.8

苛 性 J
ソ ー ダ1

(1.9)
10,0

(13.7)
13.3

(2.6)
4.0

(―) 
6;1

(―) (18.2)
33.4

' (81.8) 
• 66.6

*硫 安 { (33.1)
21.7

( ~ )
5.1

(16.8)
12.3

( - )
16.2

(―) 
10.5

(49.9)
65.8

(60.1)
34i2

板ガラス1 (―) (73.5)
66.1

(21.6)
33.1

( - 0 (―) (95.1)
100.0

(4.9)
0.0

セ メ ソト1 (15.0)
35.5

(一') (―) (―) 
24.5

(―) (15.0)
60.0

(85,0)
40.0

綿 紡 { (23.9)
15,3

(3,9)
.4.5

(~つ (3.5)
6.0

(一 ) (31.3)
25.8

(68.7)
74,2

人 m\ (19.3)
31.5

(18.9)
27,2

(8,0)
18.2

(―) (―) (41.2)
76.9

(58.8)
23：1

へ
設
備
投
資
に
ば
、
い
ヶ
ま
で
も
な
く
生
産
設
備
の
量
的
拡
大
に
向
け
ら
れ
る 

も
の
と
質
的
改
善
に
向
げ
ら
れ
る
本
のA

I

が
：あ
w

\°

こ

の
両
者
ば
現
実
の
罾
_

 

過
程
の
な
か
で
は
相
互
.に
結
び
つ
い
て
い
て
一
.
.概
.

に
：区
別
し
得
な
.

い
が
、
戦
後

r 

. 

'

:

%)
l

A

.2
)

8.
6

.B
)

4.
6

,2
)

i.
2

:

.4
)

8.
8

i

^

§

.l
)

t

.9
)

0.
0

.0
)

0.
0

の
4.
2

.

.8
)

3:
1

)

 

(

•
 

54
5

)2
7

5

2

3
34
1

31
6

50
3

C4
35
4

38
7

58
2

 

ジ

.

'.
:

:

;

■

:

 

V

:

四

六

(

三
八
八)

，の
日
本
の
設
備
投
資
の
動
向
を
通
観
す
れ
ば
両
考
が
一
応
段
階
的
に
区
別
し
得 

.

る
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ぢ
、
ほ
ぼ
朝
鮮
戦
争
の
時
期
を
境
*>

し
て
、
 

ぞ
れ
以
前
の
設
備
投
資
は
、
、王
と
し
て
戦
災
に
よ
る
破
損
讓
叹
の
復
旧
>
 

若
し 

:

く
は
戦
時
中
の
酷
使
に
よ
っ
て
し

'

た
機
械
！®

の
疮
急
的
補
修
等
生
産
設 

備
の
戦
前
^

^

へ
の
復
•
元
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
そ
れ
以
後
と
. 

く
に
五
六
年
よ
り
財
政
資
金

(

開
銀
等)

を
主
要
な
源
泉
と
し
て
開
始
さ
れ
た 

醫

投

資

は

、
い
わ
ゆ
る「

平
和
不
況」

.の
も
と
で
激
化
し
つ
つ
あ
る
輸
出
競 

争
に
耐
え
得
る
た
め
の
経
営
合
理
化
•

産
業

M

成

(
K

ス
V

引
下
げ
に
よ
る 

'

国
際
競
争
カ
の
：裁
化

)

：：を
'0

的
と
し
て
行
わ
れ
た
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産 

醫

の

合

理

化

，
近
.

代

化

(

し
た
が
っ
て
設
備
の
単
な
る
補
修
で
な
く
更
新)

 

■'
.

等
を
内
容
と
し
て
い
：た
b

o

,

.

と
の
い
わ
ゆ
る「

合
理
化
投
資j

:

は
、
第
2

表
.(

次
頁)

に
見
ら
れ
る
ご
と 

く
、
資
金
総
額
に
.

お
い
て
、
五
一
年
か
ら
急
激
に
増
大
し
、
五
三
年
に
至
っ
て 

.最
高
頂
に
達
し
：
 

<
:

五
三
年
度
の
.

実
績
は
五
：〇
年
度
.

の
三
.倍
近
く
に
及
ん
だ)

、
五 

■
五
年
以
降
デ
フ
レ
か
ら
の
回
復
に
と
も
な
っ
て
_

再
び
±
昇
傾
向
を
示
し
て
お
り 

ぃ

(

五
ふc

年
度
の
実
績
ゆ
ピ
I

ク
時
の
五
三
年
度
を
遙
か
に
上
廻
る
と
推
定
さ
れ 

M

て
い
る〕

、そ
の
投
資
対
象
は
、
動
力
部
^

、.'
:

原
材
料
，
基
礎
資
材
部
門
か
ら
そ 

の
加
エ
部
1

:

等
生
産
財
部
朽
-̂

中

心
に(

四
大
基
礎
產
業
の
比
重
は
五
一
年
丨 

五
五
年
を
通
じ
て
全
産
業
の
四
割
前
後
に
及
ん
だ
ゾ
主
要
産
業
の
ほ
と
ん
ど
あ 

,
ら
ゆ
る
部
P5(

消
費
財
部
門
を
含
む
：> 

に
わ
た

っ
て
ぃ
る
0

こ
の
よ
ぅ
な
設
備
合
理
化
に
お
け
る
新
■

技
術
の
採
用
は
具
体
的
に
.は
い
か
な 

る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
を
主
要
産
業
の
典
型
的
事
例
で
示
せ
ば
次
の
ご
と

. 〔第2 表〕 産業部Pj別資金供給状況 （単位億円)

部 Pfj

年 次
1950 51 ,52 53 54 55

雜 業 185 335 379 379 258 290
(石 炭） (123) (207) (196) (206) (139) (148)

金 屈 182 438 634 500 367 383
(鉄 . 銅) (166) (368) (437) (396) (264) (269)

機 械 97 226 875 425 310 297
窯 業 70 86 ,6 2 116 166 172
化 学 . 339 422 351 417 430 468
繊 維 432 574 230 411 401 409
農 林 水 産 22 424 543 668 664 808
霉気ゝ■ガス•水道 224 619 1,209 1,531 1,550 1,562
(電 力） (196) (542) (1,122) (1,461) (1,433) (1,483)

交 通 • 通 信 421 872 870 914 655 677
(海 蓮) (275) (635) (576) (465) (317) (402)
そ の 他 372 • 589 742 809 635 926
(四大産業計） A (760) (1,752) (2,331) (2,528) (2,153) (2,297)

合 計 B 2,344 4,585 5,295 6,1-70 6,435 5,989

A/B (% )
'  3 H

38.2 44.0 41.0 39.6 跑

き
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
す
な
わ
ち
、
石
.

炭
部
£
に
お
け
る
カ
ッ
ぺ 

採
炭
法
ひ
採
用
、
.

切
羽
運
搬
系
統
の
機
械
化
、
斜
坑
方
式
か
ら
竪
坑
方
式
へ
.

の
，
 

移
行
、
鉄
銅
の
圧
延
部
朽
へ
の
ス
ト
リ
ッ
プ
•

.

ミ
ル
.

の
導
入
、
：
造
船
部
W

に
お
：

產
業
再
縞
成
の
最
近
の
特
徴
と
問
題
点

.

.

け
る
電
気
熔
接
法
•

ブ
ロ
ッ
ク
生
産
方
式
の
採
用
、
機
械
工
業(

と
く
に 

自
動
車
•

電
機
等
；

X

に
お
け
る
一
：貫
生
産
.

組
立
.

工
程
の
組
織
化(

ト
ラ
ス

ス
フ
ァ
ー
•

•

.

マ
ジ
ソ
等
の
導
入
に
よ
る
コ
ン
べ
ヤー
化

.
オ
ー
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メ 
I

シ

」

ョ
：
化)

：、綿
紡
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お
け
る
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パ
！

ハ
ィ
ド
ラ
フ
ト
の
採
用
等
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綿
.

粗
紡
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.

精
紡
諸
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程
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自
動
化
.

短
縮
化
、
化
学
工
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お
け
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製
法
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■

術
の
改
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に
基
づ
く
装
置
機
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合
理
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。

こ
れ
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！̂

合
理
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の
特
徴
た
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生
産
工
程
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自
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•

連
続
化
、
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貫
作
業
体
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，の
合
理
化
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よ
っ
て
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.

作
業
工
程

(

又
は
エ
期)

.

の
短
縮
、
 

工
数
の
引
下
げ
、
合
理
化
に
と
も
な
ぅ
工
程
管
理
の
改
善
に
よ
る
原
単
位 

.

引
下
げ
、
歩
留
り
率
の
向
上
等
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
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旧
設
備
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比 

べ
て
新
設
傲
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よ
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^

@

生
産
性
は
著
し
く
畠
ま
り
、
各
産
業
部
^
毎
の 

平
均
に
よ
っ
て
見
て
も
、
労
働
生
産
性
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、
次
頁
の
第
3

表
に
明
ら
か
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:

ご
と
く
、
五
ニ
丄
ー
.

一
年
以
降
戦
前
水
準
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上
廻
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至
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も
ち
ろ
ん
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)

,
の
場
合
労
働
密
度
の
増
大
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労
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強
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考
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な
け
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、製
品
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ス
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の
低
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同
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に
晶
質
の
向
上
も
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し
く
、
こ
れ
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|

独
占
を
中
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す
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最
近
の
企
業
資
本
の
蓄
積
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増
大
の
物
質
的
基
礎
と

■

な
つ
て
い
る
。

C M
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し
か
し
、
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い
わ
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合
理
化
効
果
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、
単
に
ー
资
業
.
一
工
場
内
に 

と
ど
ま
ら
ず
産
業
部
§
:

全
依
さ
ら
に
- ^
1

造
に
：ま
で
波
及
し
て
行
く
必 

然
性
を
も
ぅ
て
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と
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ろ
に
、
産
業
再
編
成
の
基
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条
件
と
し
て
の
設
備
合 

理
化
の
意
義
が
•
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た
。

'

す
允
わ
ち
、
既
に
掲
げ
た
設
備
合
理
化
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多
く
が
、，
原
料
か
ら
製
品
に
至
る

.
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〔第 4•表〕 鉄_ 生產飴力（主要圧延設備）における集中

(1951〜 55 年)

部 M 別
新設による 
能力增加分 

(千トン）

内、6 大メー カーの
設備能力墙加分

(千トン)
同比率

m

分 墟 2,920
翁 管 6601 
八 幡 500 
川 鉄 1，200 
神 戸 360

2,720 93.2

粹 ..材
t

440 ケ 幡  200]： nqn 
神 戸 90J 290 66.0

带 ， 鋼

. バ

82.8 f  |  i l l  , 5,8
_  管 300J .

63.9

中 厚 枳 500 鋼 管 500 100.0

， ル • 卜 . 306 川 鉄 36 11.8
' • ... ■ . ■

冷間ス...トリ '.ップ 910 富 士 师 L *790 
八 幡 240J ■ 79.8

鍛 接 管 120 舞 瞀 120 100.0

電 m 管 i l l 住 友 2 4 1 Acx 
川 鉄 24； m

43.2

(経済企画庁資料より）

〔第 5 表〕 薄板生塵における新旧両設備の库摩比率

年 次 ' 新 設 : ' 備 .
. . ：マ■ ' , ' ■ . パ. . ： .'.

旧 設 備
■ * 岸 ：：: . 計

1954年 3 皮 

55 "

千トシ %
9 (11.0) 

36 C32.0)

千トン %
72 (89.0) 

75, (68.0)

丨千ドン %
; 8 1 (100.0)
:《、. - -

U 1 ( 〃 ）
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一)

部門

年次
電力 石炭 銅材

セメ 
ソト 硫 安 スプ._ 綿糸 皮革

1984 100
36 017 100 100 100 100 100
37 100
48 V 100
60 97 60 77 79 103 267 87 57
61 100 69 98 121 118 222 85 92
52 108 70 102 119 149 281 92 103

. 53 119 81 111 150 ■ 290 109 110
54 122 81 116 175 178 353 124 96
55 122 137 152 206 432 137 124

‘ ： (8月) (9月) (6月）(4—6月） (7月) (9月） (9月）

% : 生
産
聚
列
.
の
ぅ
ち
で
：比
較
的
最
終
製
品
の
生
産
に
.避
い
段
階： c「

二
次
製
品
部
. 

門」
)

に
お
い
て
行
わ
れ
、合
理
化
に
ょ
る
趴
生
産
方
ま
が
旧
生
畠
罾
エ
程
を
結 

合
•

短

縮
•

再
編
成
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
技
術
変
苹
を
包
含
す
る
産 

業
部
に
つ

い
て
見
れ
ば
、

|0

生
産
方
式
を
前
提
と

し

て

い
.

た
社
会
的
分
業
の

既
存
体
系
の
崩 

壊
、
生
産
.
市 

場
構
造
の
全
面 

.
的
1

成
を
必 

至
な
ら
し
め
、

. 

.

こ
の
変
革
過
程
. 

に
お
い
て
、
新 

.生
産
方
式
に
ょ 

る
二
次
製
品
の 

市
場
.に
お
け
る

第3 表〕 主要産業における労働生鹿性指数の推移
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こ
の
過
程
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っ
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し
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よ
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え
ば
、
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鋼
に
お
け
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生
産
能
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新
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よ
る
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状
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圧
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見
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第
4

表

(

次
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と
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よ
る
六
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メ
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ヵ
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集
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分
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•
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厚
板
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一
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製
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か
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な
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帯
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冷
間
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リ
ッ
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•，鍛
接
管
等
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ニ
次
製
品
部
門
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お
い
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ル
.

ォ
ー
バ
I

に
よ
る
薄 

板
.、
電
鏠
管
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設
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そ
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ォ
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バ
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あ
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こ
れ
ら
は
産
業m

i

成
の
基
礎
条
件
と
し
て
の
設
備 

.

合
理
化
の
意
義
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
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二
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ま
た
、
機
械
工
業
に
お
い
.
て
も
、
完
成
品
の
一
貫
生
産
体
制
の
合
理
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シ
ス
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マ
シ
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よ
っ
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生 
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底
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変
革
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工
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：

の
上
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典
型
的
事
例
に
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〔第6 表〕 最近における俩格
シ エ 一 レ の 傾 向 人0/o')

品 _ _ . 55年 3 月 56年 3 月

卸 売 総 合 100 100.6
右 炭 〃 104.5
薪 . 炭 〃 97.1
原 ， 糸 " 100ュ
織 . 物 // 98.9
鉄 鏑 素 材 〃 117.6
同 一 次 品 " 118.4
同 一 次品 _ ft 106.3
機 械 . 類 it 103.2

/ 日銀資料、総評調査部編「日本、 
、の政治経済労働分析」56年 版 ノ
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他
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独
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資
本
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る
。
こ
れ
は
、各
産
業
部
門
の
設
備
合
理
化
.
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
.

,:

向
上
に
よ
つ
：て「

パ
既
出
第
3

表
参
照)

独
^
体
の
盤
営
の
製
品
コ
ス
ト
が
著
し

く
低
下
し
た
も
の
に
%:

か
か
わ
ら
ず
、
原
料
：.

基
礎
資
材
2

次
製
品)

の
販

.

売
f

、が
.一
一
次
製
品
の
そ
れ
私
較
べ
て
割
高
で
あ
る
と
い
ぅ
形
で
あ
ら
わ
れ
て

■'
■

い

る

(

第
6

:

表
参
照〕

。
し
か
し
、独
占
f

の
シ
ス
テ
ム
は
、：
.こ
の
本
来
の
独

.

新
技
術
の
導
入
、
設
備
合
理
化
に
よ
る
；生
産
方
^

の
変
化
は
、
か
べ
じ
、て
、

.
.

一
産
|

|

^

1
成
の
：蕋
礎
条
件
を
築
含
上
げ
る
ど
>

:

と
な
？
た
の
で
あ
る
が
'
 

と
の
.

:
:
:濯
成

钇

通

じ

：て
独
占
支
配
が
新
た
な
方
式
を
毛
っ
て
屬
^

れ
名
の
：は
、

^

理
化
投
資
の
.

効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
来
る
五
.

八
丨
九
年
0

ァ
フ
レ
期)

^

降
で〗

あ

っ
た
。

一
:•
.

.

'

• 

.

.

.

.

.

. 

-

:

—

#.

編

成

ヒ

よ

る

独

占

支

醍

の

形

態

-

.:
:

々

■ 

. 

. 

ニ
.
'
' 

, 

■

.

.
_

既
に
述
べ
た
産
業
1

成
の
基
礎
条
件
と
し
て
の
設
備
合
理
化
を
槓
杼
と
し
_ 

.

て
、
生

産
•

市
場
構
造
の
.
変
革
を
と
も
な
い
づ
つ
生
産
及
び
資
本
の
^

中
が
,

:

め
ら
れ
る
過
程
は
、
同
時
に
ま
た
、独
占
体
自
身
の
再
編
成
、非
独
占
と
く
に
中
：
 

小
企
業
層
の
分
解
.

^

1

1が
行
わ
れ
る
過
程
で
も
お
づ
た
0 

:

独
占
.に
よ
る
こ
の 

よ
ぅ
な
安
配
集
中
は
、
と
く
に
最
近
の
.現
象
で
は
な
く
、
既
に
ド
ッ
ジ
こ
フ
ィ 

.
ソ—

「

筆

生

産
.

！
.(

"

合
il
l

化)

の
過
程
で
罾
ま
^

み
め
こ
と
で
あ
っ
た
。
ぐ 

し
か
し
、
設
備
合
理
化
に
よ
っ
て
、
独
占
体
の
生
産
基
盤
が
：強
化
.さ
九
資
本
力
. 

が
充
実
し
て
来
た
結
果
、.
産
業
再
編
成
に
よ
る
独
占
支
配
の
方
法
は
.
、例
え
ば
、

1

方
で
独
古
■

を
.

は
じ
め
ヵ
ル
デ
ル
等
独
^

組
織
.

を
利
用
す
る
と
同
時
に
、
 

他
方
で
強
雜
な
競
争
力
を
発
揮
し
て
弱
小
企
業
を
圧
倒
し
、
あ
る
い
は
金
業
系
、
 

.

列
黛
の
手
段
を
用
い
る
等
、
き
わ
め
て
組
織
的
•

総
合
的
な
も
の
と
な
り
、

独
i

本
本
来
の
利
益
が
■以
前
に
比
べ
て
遙
か
に
明
確
な
形
で
貫
か
れ
る
よ
ぅ 

'に
な
っ
た
こ
と
が
最
近(

と
く
に
五
三—

四
年
の
デ
フ
レ
期
を
中
心
に)

.の
特 

徴
で
あ
る
。
 

.

,

奴
下
、
こ
れ
ら
独
占
支
配
の
諸
手
段
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
、
，産
業
再
編
成

手
段
を
併
せ
て
、
は
じ
め
て
総
合
的
な
茭
配
機
構
と
し
て
の
独
占
の
威
力
を
発 

揮
し
得
る
の
で
あ
る
。

.

.

 

/

例
え
ば
、
一一

重
®

制
に
つ
い
て
は
^

維
製
品
の
.輸
出
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
そ
の 

好
例
を
な
す
。
輸
出
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
、
同
一
製
品

{：

綿
糸
.

人
絹
糸
等)

に
つ 

い
て
_

内

砠

吣

と

#

^

砠

吣

と

の

 

一|
重
#1
^

を
設
定
し
、
国
内
価
格
の
吊
り
上 

げ

(

本
来
の
独
占
価
格
；

>

 

に
よ
っ
て
輸
出
面
の
.

ダ
ン
ピ
ン
グ
価
格
に
よ
る
利
益
f
 

減

少

(

多
く
の
場
合
出
血
に
ま
で
至
ら
な
い)

を
カ
バ
ー
す
る
と
同
時
に
、
ダ 

ン
ピ
ン
グ
価
格
で
の
輸
出
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て(

国
内
市
場
へ
の 

供
給
量
を
調
節
し
て)

国
内
の
独
占
価
格
を
維
持
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
、
独
. 

占
の
不
況
•

恐
慌
対
策
と
し
て
盛
ん
に
採
用
さ
れ
る
方
法
で
'

あ
る
が
、
こ
の
ダ 

V

ヒ
シ
グ
制
に
よ
っ
て
、
独
占
の
利
濶
が
常
に
中
小
企
業

(

機
屋)

の
犠
牲
に 

お
い
て

(

固
内
に
.

お
け
る
原
糸
高
.

製
品安

： }

保
証
さ
れ
て
来
た
：こ
と
は
周
知 

の
事
実
で
あ
る
。
 

■ 

\

一
 

,.

ま
た
品
種
に
よ
る
差
別
価
格
の
設
定
等
の
^

!

作
は
、
合
理
化
に
よ
っ
て 

各
部
！
：
の
独
占
経
営
の
生
産
品
種
が
多
角
化
.

M

合
化
し
た
た
め
、
き
わ
め
で 

i

真
に
行
い
得
る
こ
と
と
：な

っ
た
。
鉄
鋼
.

.

繊
維
•

石
炭
等
の
諸
部
P3

で
は「

そ 

れ
が
大
規
楔
に
行
わ
れ
る
。
と
く
に
鉄
.

銅
’

で
は
>
 

震

.

半
成
品
.

形
鋼
，.
厚
.

. 

寒

の

独
占
品
種
で
は

r

権
力
相
場」

■

と
さ
え
い
わ
れ
る
建
値

c

独
占
価
格)

.

を
維
持
す
る
と
と
.
も

に
.

(

こ
れ
が
好
況
•

不
況
時
を
通
じ
て
.
中
小
企
業
の
#

料
. 

高
の
原
因
と
な
る)

、
他
方
：で
、薄

板
^

小
型
棒
綱
.

亜
鉛
鉄
板
等
の
競
争
品
«

 

で
は
、
.

新
醫
の
威
力
を
発
撖
さ
せ
て
逆
に
^

^

の
引
下
げ
を
行
い
、

よ

，

っ.
.て
中
小
企
業
.(

単
^

メ
ー
.
.力
.—

)

.

.
'を
圧
倒
し
去
る
と
い
う
方
法
が
、
'
不
況 

鹿
業
再
編
成
の
最
近
.
の
，特
徴
：と

問

題

点
'

時
に
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た

(

中
小
単
圧
メ
ー
力
ー
は
、

こ
の
場
合
、
原
材 

料
面
で
は
独
占
価
格
、
製
品
面
で
は
競
争
価
格
と
.い
ぅ
二
重
の
収
奪
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
な
る)

0 

:

 

• 

t

2
3
H
.

の
ご
と
き
柔
軟
な
独
占
f

機
構
に
よ
っ
て
砠
肖
員
ホ
の
市
場
支
配
体 

制
は
一
応
確
双
さ
れ
る
>-
:」

>

に
な
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
市
場
の
不
安
定
を
克
服 

す
る
と
と
は
無
理
で
あ
る
。：

個
々
の
独
占
資
本
の
価
格
操
作
の
手
に
及
ば
ぬ
程 

市
場
競
争
.C

独
占
相
互
：間
及
び
独
占
.

，と

非

独

占
.

中
小
企
業
と
の)

が
激
し
く
、
 

過
剰
生
産
の
圧
力
が
大
き
い
と
き
に
は
、
独
占
資
本
は
力
ル
テ
ル
等
の
組
織
を 

要
求
す
る
に
至
る
。

. 

ii

カ
ル
テ
ル
，の
結
成
と
そ
の
利
用
'

戦
後
独
禁
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
カ
ル
テ
ル
.

の
結
成
.(

し
た
が
っ
て 

独
禁
法
の
改
正
問
題)

が
豸
,

の
問̂

と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
平
和
不
況
の 

襲
来
、
：.す
な
わ
ち
朝
鮮
休
戦
、
.朝
鮮
ブ
.

丨
ム
の
崩
壊
と
と
も
に
国
際
競
争
の
激 

化
、
輸
出
不
振
、：
過
剰
生
産
傾
向
が
著
し
く
な
り
、
恐
慌
が
流
通
面
よ
り
生
産 

面
へ
、
消
費
財
部
門
か
ら
生
産
財
部
5

2

へ
と
波
及
し
て
来
る
と
い
ぅ
内
外
の
市 

場
条
件
の
な
か
に
：お
い
て
で
あ
っ
た
。

：

-

:

.

か
か
る
条
件
の
も
と
で
、
独
占
の
カ
ル
f

ル
結
成
と
利
用
.

は
、
恐
慌
の
深
ま 

り
に
^

じ
て
、
貿
易
.

流
通
面
よ
り
漸
次
生
産
面
べ
と
進
ん
だ
。

：

(

注

)

:.

こ
の
場
合
め
：カ
ル
：テ
ル
に
は
、
独
禁
法
及
び
輸
出
入
取
引
法
の
改
II
'

:

, 

.

規
定
に
基
为
く
も
の
：、
例
’

ぇ
ば
共
同
1.

如
機
関
*

輪

出

組

合

(

綿

糸

布
.

'

鉄
鋼
等)

：..
'ゐ
逋
產
省
の
行
政
指
導
に
基
づ
く
も
の
\
例
ぇ
ば
原
料
輸
入
の 

た
め
め
外
貨
割
当
_(

綿
餅)

と
：が
あ
>

.
た
が
、.
：こ
れ
ら
.の
銃
制
手
段
は
独

:

'

:-
'

五「
(

三
九
三)

.



'

占
支
配
を
強
化
す
る
有
力
な
横
杆
と
な
っ
た
。
と
く
に
後
者
は
，T

輸
出
リ 

_

ン
ク
制」

(

五
一一

牢
四
月
実
施)

と
し
て
成
く
知
ら
れ
て
い
る
.0
.

生
産
面
で
'の
公
然
の
カ
ル
デ
ル
は
、
' 独
翁
法
の
適
用
を
排
除
す
る
通
産
省
の
. 

行
政
指
導

(

勧
告)

に
_

つ
く
不
況
カ
ル
テ
ル

(

操
短)

、
企
業
合
理
化
，
業
界 

M

成
を
目
的
と
す
る
合
理
化
カ
ル
テ
ル
等
の
形
で
あ
ら
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら 

の
力
ル
テ
ル
は
、
産
業
^

編
成
に
お
い
て
独
占
支
配
の
た
：め
の
新
し
い
有
効
な 

手
段
と
し
て
組
織
的
に
利
用
さ
れ
た
。

'

:

.

ま
ず
不
況
カ
ル
.

テ
.

ル

(

.

操
短)

.

.

か
ら
見
て
行
こ
う
。
も
と
も
と
と
の
種
の
力 

ル
テ
ル
：(

業
界
一
律
の
生
産
制
限)

は
、
そ
れ
を
実
施
す
る
業
種
.に
利
害
の
相 

.

反
す
る
中
小
命
業
が
多
く
あ
る
場
合
に
は
、：
そ
の
実
施
に
§

を
と
も
な
う
。
 

，す
な
わ
ち
、■,
操
短
の
効
果
を
■

あ
げ
.

る
た
：め
に
は
こ
れ
ら
中
小
企
業(

そ
の
業
種 

の
生
産
に
し
め
る
比
率
の
比
較
的
大
き
い)

を
強
制
加
人
せ
し
め
て
協
定
を
実 

行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
，こ
と
は
同
時
に
淘
汰
さ
る
べ
き
弱
小
企 

業
の
維
持
温
存
を
は
か
る
結
果
に
な
る
と
い
う
矛
盾
が
存
在
す
る
。
し
か
も
.、
 

独
古
は
、既
に
述
べ
た
よ
う
に
、強
大
な
資
本
力
と
新
鋭
設
備
と
を
も
っ
て
-.
独 

占

J

と

「

競
争」

に
よ
る
柔
軟
な
産
業
支
配
を
行
.お
う
と
す
る
の
で
あ
る
か 

ら
、市
況
回
復
.

恐
慌
脱
出
と
い
う
力
ル
テ
ル
の
自
的
と
独
占
本
来
の
利
益(

最 

大
限
利
潤
の
追
求)

と
は
一
致
し
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
種
の
カ
ル
テ
.ル
の
利
用 

に
あ
た
っ
て
は
、
か
か
る
矛
盾
の
^

罾
が
㈣

^
の
趴
罾
の
菡
本
点
と
な
る
の
で 

.

あ
る
が
、
そ
の
間
の
事
情
は
、
操
短
を
め
ぐ
る
独
占
と
非
独
占
•
中
小
企
業
と 

の
対
立
の
う
ぢ
に
示
さ
れ
た
。
 

•

例
え
ば
、
綿
紡
で
は
、
五
ニ
年
三
月
以
降
前
後
ニ
回
に
わ
た
っ
て
勧
告
操
短

五
ニ 

(

三
九
，四)

が
実
施
さ
れ
.
た
が
、
第
二
回
の
操
短
の
際
に
は
、
新
紡
.
新
々
紐
等
の
中
小
企 

業
が
操
短
の
早
期
実
施
を
要
望
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
十
大
紡=

綿
紡
独
占 

)

は
時
期
尙
早
と
し
て
終
始
こ
れ
に
反
対
態
度
を
.
と
り
.(

五
.三
年
十
月
か
ら
開
始 

さ
れ
た
.デ
フ
レ
双
策
は
、
金
融
引
締
め
に
ょ
っ
て
綿
紡
業
界
に
茜
大
な
影
響
を 

与
え
、
恐
慌
の
進
行
は
溆
し
か
っ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
回
の
勧
告
操
短 

,
は
苏
五
牟
五
月
に
入
っ
て
漸
く
そ
の
実
施
を
見
た
べ
罾
罾
が
ー
た
び
開
始
さ
れ 

て
か
ら
は
、
通
産
行
政
に
訴
え
て
と
く
に
中
小
紡
の
操
短
胄
㈣

を
強
化
せ
し
め 

る
と
い
ぅ
方
針
を
と
っ
た
。

ま
た
鉄
鋼
.で
も
、
.圧
延
部
門
の
薄
板
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
過
_

生
産—

罾
短 

が
問
題
と
な
っ
て
来
た
が
、、
と
く
に
五
五
年
上
半
期
に
行
わ
れ
た
操
短(

通
産 

省
の
行
政
指
導
に
基
づ
く
自
生
操
短——

実
質
的
に
は
ヵ
ル
テ
ル)

で
は
、
薄 

板
の

1

律
操
短
を
め
ぐ
っ
て
、
ス
ト
リ
ッ
プ
‘

ミ
ル
を
も
つ
八
幡
.
富
士
と
プ 

ル
•

オ
I

バ
ー
n
 

メ
I

力
ー
と
が
対
立
し

(

対
立
は
'̂

小
.
メ
ー
ヵ
~
と
の
間
ば 

か
り
で
な
く
、
ス
ト
リ
ッ
プ
.を
も
た
な
い
川
鉄
と
の
間
に
も
見
ら
れ
た)

、
八
幡
• 

富
土
は
操
短
を
も
っ
。は
ら
プ
ル
，
オ
ー
バ
ー
H
 

メ
ー
ヵ
ー
に
.実
施
せ
し
め
、
み 

.
ず
か
ら
は
、操
短
せ
ず
逆
に
新
設
備
の
稼
動
率
を
引
上
げ
て
外
販
半
成
品
の
i

 

を
調
節
す
る
と
い
ぅ
徹
底
し
：た
方
針
を
と
り
、

し
か
も
そ
れ
は
プ
ル•

オ
ー
パ 

I

の
操
短
を
厳
格
に
実
施
せ
し
め
る
と
い
ぅ
通
産
行
政
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
独
古
が
、
市
場
条
件
の
悪
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
る
段 

■

階
ま
で
：は
ヵ
ル
.

テ
ル
を
用
い
ず
、
む
し
ろ
自
己
の
強
大
な
資
本
力
に
ょ
る
内
外 

:

の
市
場
競
争
を
も
っ
て
ボ
ホ
企
業
を
圧
倒
，
駆
豸
し
、.
員
|1

が
深
ま
っ
て
㈣

さ 

自
身
の
被
害
が
太
き
く
な
る
に
^

.

っ
て
は
じ
め
て
カ
ル
テ
ル
を
利
用
す
る
が
、

今
度
は
そ
れ
に
よ
っ
て
過
剰
生
産—

恐
慌—

操
短
の
し
わ
よ
せ
を
中
小
企
業
の 

上
に
行
い
、
操
短
の
な
か
で
生
産
の
集
中
を
進
め
よ
ぅ
と
す
る
、
力
ル
テ
ル
蓮 

用
の
政
策
方
針
を
如
実
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

V

V

'

こ
の
独
占
支
配
の
形
態
は
合
理
化
カ
ル
テ
ル
に
35

っ
て
さ
ら
に
徹
底
U

た
形 

を
と
る
。
次
に
こ
の
合
理
化
カ
ル
テ
ル
に
つ
，い
て
見
よ
ぅ
。

合
理
化
カ
ル
テ
ル
に
は
、
企
f

理
化
乃
至
生
産
の
特
定
分
野
の
合
理
化
に 

関
す
る
も
の
か
ら
そ
れ
ら
を
包
含
す
る
産
業
部
門
全
体
の
合
理
化=

業
界
稗
編 

成
を
目
的
と
す
る
も
の
ま
で
種
々
の
段
階
が
あ
っ
た(

こ
れ
ら
は
不
況
.力
ル
テ 

ル
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る)

。

前
者
に
厲
す
る
も
の
に
は
繊
維
部
門
^

で
実 

施
さ
れ
た
綿
ス
フ
混
紡
合
理
化
力
ル
.

テ
ル
，
品
員
帛
亲
カ
.

ル
テ
ル
等
が
あ
り 

(

こ
‘れ
ら
は
十
大
紡
に
よ

り

中
小
紡
抑
圧
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た)

、
後
者
に
属 

す
る
も
の
と
し
て
は
、
石
炭
•

鉄
鋼
•：戤
維
そ
の
他
新
産
業
を
も
含
め
た
特
定 

重
要
産
業
に
お
い
て
実
施
さ
れ
つ
.

つ
あ
る
合
理
化
法
.(

又
は
法
案)

'が
あ
る 

が
、
重
要
な
も
の
は
も
ち
ろ
ん
ご
の
合
理
化
法
で
あ
る
。
一
.

合
理
化
法
は
過
剩
生
産
と
競
#
の
激
し
い
石
炭 
一•

繊
維
等
の
^

ra

で
ま
ず
実 

施
さ
れ
た
。
と
く
に
石
炭
で
は
、
大
手
独
占
炭
礦
と
非
独
占
.
中
小
炭
礦
と
の 

競
#

が
激
し
く
不
況
カ
ル
テ
ル
の
利
用
等
に
•よ
る
独
占
支
配
が
困
難
で
あ
っ
た 

た
め
、

カ
ル
テ
ル
結
成
に
対
す
る
独
占
の
要
求
は
強
く
、

そ
れ
は
合
理
化
法 

(「

石
炭
産
業
合
理
化
臨
時
措
置
法」

五
五
年
七
月
成
立)

‘
の
念
入
り
な
規
定
に 

よ
っ
て
満
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
規
定
は
、

一
方
で
大
手 

独
占
の
経
営
合
理
化
の
促
進(

竪
坑
開
発
等
に
.

よ
る)

と
標
準
炭
価
の
設
定
に 

よ
る
独
古
価
格
の
実
質
的
保
障
を
明
ら
■か
に
し
、
他
方
で
鉞

の
整
匪
す
な 

産
業
再
編
成
の
最
近
の
特
徴
と
問
題
点

わ
ち
非
能
率
•

.

不
採
算
炭
坑
の
買
上
げ
•
ス
ク
ラ
ァ
プ
化
と
坑
口
開
設
の
許
可

c
i:
t

>

'

.

.

 

,

制
す
な
わ
ち
不
良
庚
職
業
者

(

中
小
炭
礦)

の
事
業
再
開
防
止
を
う
た
い
、
か 

く
し
て
高
能
率
•

低
コ
ス
ト
の
優
良
炭
坑

(

大
手
独
占
の
所
有
す
る)

.を
中
心 

に
生
産
の
集
中
を
進
め
る
，こ
と
を
そ
の
主
旨
と
し
て
い
た
。

.(

注)

.

坑n

開
說
.

のM
許
‘

可
制
に
関
す
る
条
項
は
戦
前
の
強
制
力
ル
テ
ル

"

 

.
T
.

重
要
産
業
統
制
法」

に
も
見
ら
れ
ぬ
厳
し
い
規
定
で
あ
る
。

.

ま
た
戡
維
に
お
い
て
も
、
紡
績
•

織
布
.

染
色
加
工
等
.

の
諸
部
門
S

紡
• 

化
繊)

に
わ
た
'

っ
て
過
剰
設
備
の
整
理
•

買
上
げ
と
い
う
形
で(「

織
維
土
業
設 

備
臨
時
措
麗
法」

_

五
六
年
五
月
成
立)

、
鉄
鋼
に
お
い
て
も
、圧
延
部
門
に
お
け 

る
旧
式
設
備
の
.廃
棄
と
い
う
^

で

(

合
理
化
法
で
は
な
く
通
産
省
の
行
政
指
導 

に
よ
っ
て)

、
：そ
れ
ぞ
れ
弱
ル
を
業
の
整
理
ま
ム
1

1

申
企
業
へ
の
^
申
生
産 

を
通
じ
て
業
界
の
1

诚
が
行
わ
れ
て
1'
:

る
が
、
こ
れ
ら
の
合
理
化
力
ル
テ
ル 

は
、
次
第
に
原
料
が
ら
製
品
の
全
段
階
に
及
ぶ
総
合
力
ル
テ
ル
の
方
向
へ
進
む 

趨
勢
に
あ
る
.

(

例

ぇ

ば「

繊
維
産
業
咹
定
法
案」

、「

鉄
鋼
需
給
安
定
法
案」

' 

等)

。

-

■

•

.

以
上
の
事
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
合
理
化
ヵ
ル
テ
ル
の
利
用
に
お
け
る 

独
占
支
配
の
新
し
い
意
味
ば
、
不
況
ヵ
ル
テ
ル
の
利
用
方
ま
を
各
ら
に
発
展
さ 

せ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、中
小
企
業
へ
の
恐
慌
の
し
わ
よ
せ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
 

そ
れ
ら
の
賢
本
の
：一
部
彻
り
捨
て

(

非
能
率
施
設
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化

)

と
い
う 

非
常
手
段
を
国
家
権
力
の
保
障
'
の
も
と
に
強
行
し
，

(

合
理
化
法
の
強
制
規
定)

、
 

生
産
.'

市
場
面
に
，.お̂

る
独
占
的
地
位
を
強
化
し
た
上
で
、
.
競
争
や
過
剰
生
産 

の
脅
威
な
し
に
.

高
^:

率
.

集
中
生
産
を
行
い
.

得
る
体
制
を
つ
く
ろ
う
と
し
^
こ

五

三

(

三
九
五)

.



と
に
あ
る
。

' . 

. 

:

.

:

し
か
し
、
競
争
や
過
剩
生
産
の
脅
威
は
ク
こ
の
よ
う
な
ヵ
ル
デ

.

ル
.
.
の
ー
み
に
よ
ハ 

:

っ
：て
消
え
去
る
も
の
ヤ
は
な
く
、
..

新
鋭
設
備
の
獨
業
度
引
上
げ
、
：高

能

率
.*

華 

中
生
一
産
の
も
た
ら
す
過
剰
生
産
の
圧
力
と
残
存
企
業
と

ゆ
よ
り
激
し
い
あ
争
と 

に
そ
な
え
る
た
め
、̂

占
は
、
へ
他
方
で
次
に
述
べ
る
企
業
系
列
化
と
い

t

支
®

 

手
段
を
用
.

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い0

:
 

/

.

.

'
 

-■.
 

■ 

- 

- 

■一
 

⑵

..
企
業
系
列
化
に
よ
る
支
：配

方

式

：
 

• 

' 

:

.
 

企
業
系
列
化
と
'V

ジ
形
で
行
わ
れ
る
産
業
の
.
i

成
は
、
既
に
述
べ
て
来
た 

独
占
と
競
争
の
メ
力
—

ズ
A

に
よ
り
、
弱
小
企
業
を
整
理
.
淘
汰
し
切
り
捨
て 

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
L

夂
配
で
ば
な
く
、
逆
に
有
力
企
業
群
を
、
ぼ 

材
料
生
産
，.
下
請
加
工
•
製
品
販
売
等
の
系
列
に
沿
っ
て
砠
f

の
経
営
に
.結 

び
つ
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
独
占
自
身
の
生
産
•，販
売
体
制
を
安
定
化
し
強
化
す 

る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
独
占
支
®

で
あ
る
。

.- 

、こ
の
よ
う
な
企
業
系
列
化
の
多
く
は
、
独
占
体
か
ら
非
独
占
•

中
小
企
業
等
、
 

上
か
ら
下
へ
支
配
従
厲
関
係
を
も
っ
て
結
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
独 

占
体
自
身
に
厲
す
る
個
々
の
巨
大
企
業
を
数
種
の
産
業
部s

:

に
わ
た
っ
て
横
へ 

結
び
つ
け
て
行
く
形
式
の
も
の
ハ
い
わ
ゅ
る「

企
業
集
団
化」

)

も
罾
ぜ
は
顕 

著
に
な
っ
て
来
た
。

こ
の
ニ
つ
の
種
類
の
系
列
化
は
性
格
が
本
質
的
に
異
な
る
の
で
、
以
で
項
を 

別
に
し
て
検
討
し
よ
う
。

. 

i

企
業
系
列
化
と
中
小
企
業
の
支
配
，
収
锻
..

■

;

'

.

.

:.
-

五
四
'

(

三
九
.

六〕

，

-

.

.,

独
占
が
非
独
占
と
ぐ
に
中
小
企
業
群
を
競
争
に
よ
っ
て
淘
汰
.
駆
逐
し
な
い 

で
そ
れ
ら
を
残
存
さ
せ
、
企
業
系
列
化
，に
.

よ
：っ
て
こ：

れ
ら
を
組
織
す
る
の
は
、
 

ン
こ
れ
ら
企
業
群
を
独
占
自
身
の
利
益
の
た
め
に
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
、
 

最
大
限
利
濶
を
追
求
す
る
独
古
の
要
求
に
合
致
す
る
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て 

い
る
。
し
か
し
、
独
占
の
支
配
す
る
産
業
種
類
の
相
違
、
独
占
の
お
か
れ
る
生 

産
•

市
場
条
件
の
相
違
等
に
よ
ら
て
®.
大
限
利
潤
の
追
求
の
仕
方
は
様
で
は 

な

い

(

そ
の
柔
軟
な
体
制
は
既
に
前
節
に

;-
a

た
と
お
り
で
あ
る

)

。
し
た
が
っ 

て
、
こ
の
条
件
の
相
違
は
、.
当
然
、
中
小
企
業
群
を
独
占
の
企
業
系
列
に
入
れ 

る
が
否
.

か
の
区
別
、
系
列
.

に
.

入
れ
た
場
合
の
中
小
企
業
の
利
用
方
式
の
特
質
、
 

系
列
化
の
規
模
や
形
態
の
差
別
等
の
根
拠
と
な
る
の
：で
あ
る
。

例
え
ば
、
市
場
条
件
が
と
く
に
不
安
定
な
場
合
、
す
な
わ
ち
市
場
競
争
が
激 

し
く
常
に
価
f

下
げ
が
要
求
さ
れ
、
か
つ
市
場
の
狭
隘

(

過
剰
生
産)

の
圧 

力
が
常
に
存
在
し
、
.

不
況
.

恐
慌
等
に
よ
る
市
況
異
動
.の
影
響
が
大
き
い
と
い 

う
条
件
の
も
と
で
は
、
独
占
は
、.
商
社
系
列
の
整
册
卿
等
の
形
で
自
己
の
製
品
の 

■

販
売
体
制
を
強
化
し
つ
つ(

こ
の
系
列
化
に
よ
っ
て
商
社
は
独
占
の
代
理
人
と 

な
り
、
商
社
系

■

列
は
そ
の
上
層
部
で
は
独
占
と
の
結
合
を
緊
密
化
す
る

)

、他
方 

で
、
唞
小〈

血
業
の
低
賃
金
労
働
を
利
用
し
て
市
場
競
争
に
お
け
る
優
位
を
は
か 

り
、
か
.

つ
こ
れ
ら
中
小
企
業
群
令
、
自
己
の
製
品

(

原
材
料)

の
貿
取
り
ホ
^

 

と
し
.'̂

、
ま
.

，た
市
況
変
動
.

の
調
節
弁
と
し
て
fl
ff
i

す
る
こ
と
に
よ
り
、
苹
潤
の 

増
大
.

確
保
を
実
現
す
る
と
い
う
方
式
を
と
る(

こ
れ
を
か
り
に
市
場
系
列
に 

重
点
を
お
く
も
の
と
し
て
、
企
業
系
列
化
の
第
一
の
型
と
名
づ
け
る

)

。

■

'

ま
た
、
製
品
の
低
コ
：ス
ト
と
と
も
に
高
品
質
を
可
能
に
す
る
経
営
合
理
化
の

必
要
が
と
く
に
大
き
い
攥

合

に

は

"
独

占

は

1

自
工
#

の
高
度
な
生
産
技
^

(

設 

備
合
理
化
の
結
'果
た
る)

に
マ
ッ
チ
し
た
優
秀
な
下
I f
:
工
場
群
灰
確
保
す
る
た
.

.

め
、.
有
力
な
中
小
企
業
を
自
己
の
系
列
に
人
れ
.

て
、
こ
れ
ら
と
い
わ
ゆ
る
下
請 

.

関
係
を
結
ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
技
術
指
導
等
を
は
じ
め
生
産

•

経
営
面
の
結
合
' 

を
強
化
し
、
さ
ら
に
は
こ
れ
に
資
本
参
加
，を
%'

行
っ
て
子
会
社
化
し
.

、

こ

れ

ら

：
： 

を
含
め
た
独
占
体
の
経
営
全
体
と
し
て
の
合
理
化
.

.

総
合
化
を
'

は
か
り
、
こ
.

れ 

を
甚
礎
と
.

レ
て
#

^

^

.

の
競
争
.

に
優
位
を
し
め
る
と
い
ぅ
ゆ
き
方
.

を
■

と
.る
人
こ
.
 

れ
を
か
り
に
生
./M

系
列
に
童
点
を
お
く
も
の
.と
し
て
第
二
の
型
と
名
づ
け
る 

こ
の
第
一
.一

の
：型
は
第
一
の
^

に
比
べ
て
系
列
関
係
は
ょ
り
緊
密
で
あ
り
、、
罘 

列
1

業
の
地
位
も
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
極
く
：一：部
の
上
.
_ 

層
企
業
に
限
ら
れ
、

' 

中
小
企
業
.

の
低
賃
金
利
用
と
い
ぅ
点
で
は
第
一
の
.

型
と
変
，
 

る
と
こ
ろ
は
な
い
。

さ
ら
に
第
三
の
型
と
し
て
、
以
上
の
ニ
つ
の
型
を
紙
み
合
わ
せ
た
も
の
も
存
，
 

在
す
る(

実
際
の
企
業
系
列
化
は
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
の
第
ー
ー
ー
の
型
に
入
る
も 

.
'
.の
と
考
え
ら
れ
.
る)

。

•

■■
■,■そ
と
で
、
こ
れ
ら
三
つ
の
型
の
特
質
を
若
干
の
！M

部
！
：

の

事

例

に

：
つ

い

て

■や
や
具
体
的
ぬ
検
討
し
ょ
::
5
>

す
る
の
.で
あ
.る
が
：、
ま

ず

第
.-
—*
の
..型

の

代

表

と

し
て
繊
維
に
お
け
る
下
請
張
列(

賃
織
等)

、
へ

機

械

器

具

等

に

お

.
け

る

顏

下

.
請
、
石
炭
に
お
け
る
：系
列
庾
磷
の
利
用
、
第
一
一
の
型
め
代
表
と
し
て
機
械
工
業

(

と

く

に

，
電

機

■等
の
特
殊
な
高
技
術
水
準
を
要
：す
.る
% ;

の)

.に

お

：
げ

る

：
下

請

系

.

列
、
.:
'

第
三
の
型
め
代
表
と
し
て
鉄
1

^

を
あ
げ
て
..お

こ

を
'.
.

:

.ま
ず
第
1
.:
0 ;

型

の

ぅ

ち

、

織

維

に

：お

げ

る

下

請

系

列

。
ー

- 

. 

.

.

.

:

鹿
業
再
.編
成
の
最
近
の
特
徴
と
間
題
点
':
-

.

,

,

繳
維
独
占
の
織
布
そ
の
他
加
工部

！
：

に
お
け
る
中
小
企
業
の
.
支
配
•

利
用
は
、
 

原
糸
典
給
の
支
配
に
基
づ
く
i

量
の
調
節 <

そ
の
結
果
恒
常
的
な
原
糸
不
足 

が
：生
ず
る)

:'

と
糸
価
の
吊
り
上
げ
へ
独
占
俩
格)

I

原
糸
高
•
製
品
安
に
よ
る 

機
屋
の
自
己
生
産
：の
：採
算
獨
れ
、
独
占
の
織
布
兼
営
に
よ
る
中
小
機
屋
製
品
と 

の
競
合
•

：压
倒
と
い
ぅ
基
本
関
係
が
-1
]
-
提
に
な
っ
て
.い
る
が
、
既
に
ぜ
べ
た
独 

.

占
の
設
備
合
理
化
を
契
機
と
す
る
二
次
製
品
部
門
へ
.

の
進
出
、
チ
ョ
ッ
プ
品
の 

売
り
出
し
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
一
一
次
加
工
部
門
の
中
小
企
業
の
分
解
とI

®
!

成
、 

下
請
系
列
の
拡
大
と
中
小
企
業
利
用
，の
新
し
い
方
式
が
生
み
出
さ
れ
て
來
る
。

す
な
わ
ち
、
下
請
系
列
を
綿
.

v

ス
フ
*.

人
絹
.

毛
織
等
の
賃
織
か
ら
染
色
•

'

製
縫
等
の
ニ
次
加
エ
部
^
に
ま
で
搲
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
■

こ
れ
ら
の
部
P9 

の
有
カ
な
中
小
企
業
を
自
已
の
系
列
：に
編
入
し
、
そ
の
加
工
技
術
と
低
賃
金
だ 

け
で
な
く
、
そ
の
販
売
網
を
支
配
•

利
用
し
て
チ
ョ
ッ
プ
品
の
市
場
の
増
大
. 

.確
保
'̂

は
か
り
、
か
く
し
て
半
成
品
.市
場
か
ら
最
終
製
品
市
場
に
至
る
ま
で
独 

,

占
.

の
製
品
に
よ
る
支
酿
.

を
貫
と
.
.ぅ
と
.

す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
.っ
て
い
る
。

ま
た
、市
況
麥
動
.
の
調
節
弁
と
い
：ぅ
形
の
賃
織
下
請
の
刺
用
方
法
の
面
で
も
、
 

最
近
は
、；市
況
変
動
に
よ
る
被
害
が
独
占
自
身
へ
.波
及
す
る
の
を
防
止
す
る
た 

め
、
最
終
製
品
の
.
§

決
定
を
下
請
業
者
に
—*
任
し
そ
の
貿
取
り
を
元
方
が
行 

わ
な
い
：(

い
：わ
ゆ
る
原
糸
，の
売
放
し
：

)

、と
い
ぅ
徹
底
し
た
問
屋
的
収
奪
方
式
が 

随

所

：
で
：
利

用

^

れ
、
系
列
に
.
入
っ
た
企
藥
-^
き
わ
め
て
不
安
定
な
地
位
に
つ
き 

落
さ
れ
る
に
至
.

K

て
い
る
，

C

こ
：の
系
列
に
入
れ
*

い
企
^

は
自
㈣

す
る
か
、
あ 

.
る
い
は
さ
き
：の
，合
理
^

法
に
よ
マ
て
ス
ク
ラ
ッ
ブ
化
さ
れ
.
る
^
命
を
待
つ
こ
と 

に
な
る〕

。

：
■ 

:

.

'

V

'

'

•

'.
k

 

五
.

.(

三
九
：七)

•



V

な
お
、
織
維
以
外
の
例
も
下
請
利
用
方
式
ば
賃
織
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ 

.,
:,

で
ぁ
る
.
。
例
ぇ
ば
、:-
:
機
韻
器
具
の
を
で
も
比
較
的
生
産
技
術
が
簡
単
で
高
品 

::
;

■

二
質
ょ
り
も
低
f

が
.
要
求
さ
れ
る
競
争
品
'®(

筒
要
な
電
気
器
县
等)

'.

の
下
請 

加
エ
の
場
合
に
は
'

さ
き
の
原
糸
：の
売
放
し
と
同
様
な
方
法
に
ょ
づ
.て
親
企
業
：

.

の
製
品
市
場
0.

拡
大
が
行
わ
れ
'

石
炭
に
ぉ
：い
て
は
、
大
手
独
杏
の
所
有
ず
る
：
 

:'

不
採
莫
，
乘
能
率
炭
坑
の
経
営
を
子
会
社
に
ー
任
1>(

粗
鉱
拖
炭
.

礦)

、
：
こ

れ

を 

:

;'
*

.

.

.

景
気
変
動
の
調
節
弁
に
使
う
と
い
う
形
で
、
中
小
炭
礦
の
系
列
支
配
*
利
用
が 

行
わ
れ
て
い
■

る
。

.

'

.

..

.

次
に
第
二
の
型
と
し
て
機
械
工
業
，(
と
く
に
，専
鬥
的
な
嵩
技
術
水
準
を
必
要
' 

と
す
る
も
の
I

電
気
機
器
等)

.0V

.

独
占
の
経
営
に
お
け
る
設
備
合
理
化
、.
生
産
体
制
の
一
貫
化
♦

綠
合
化
が
、

. 

部
品
生
産
及
び
組
立
両
の
併
存
と
い
&

来
の
社
会
的
分
業
の
体
系
を
変
ぐ 

.

.

家
す
る
こ
と
に
づ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
も
ち
：ろ
ん
こ
の
変
革
に
ょ
っ
て
下
請 

工
場
が
不
必
要
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
親

H

場
の
生
産
技
盤
が
高
度
^

^

: 

る
に
し
た
が
?

て
、.
下
請
企
業
.

(

.

中
小
部
ロI

 

メ
.一

力
ー)

0

.

な
.

か

，で

ば

.、

そ
の
へ 

ノ 

生

麼

シ

ス

テ

ム

に

^

び

つ

き

得

る

：も

の

と

^

ら
ざ
.る
も
の
と
の
較
差
が
搲
太 

.

し
、
前
者
は
親
工
場
と
の
下
請
系
列
を
ま
す
.

ま
す
強
化
し
，
後
著
は
下
請
系
列
：
 

か
ら
歡
理
さ
れ
る
と
い
う
過
程
を
経
て
、
部
品
生
産
部
門(

中
小
企
業
の
多
い)
：

•

、が
分
解
.

禱
成
さ
办
る
こ
と
に
な
る
。

'
 

. 

V 

.

そ
し
て
、
独

占

C

親

H
:

場)

は
、
価
格
競
争
と
と
も
に
品
質
競
争
.に
お
い
て 

他
の
独
占
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
、
自
S

の
.

生
産
系
列
の
合
理
化
を
行
う
必
、
 

襖
か
ら
、、
優
勢
な
下
請
.

；丄

鵁

に

对

し

て

は

生

産

.

経
営
面
忆
.ゎ
た
る
積
極
的
な

M

l

丨
へ
. 

' 

-

.

.

こ

：

.

.
'
：

五
一
六
二
三
九
八)

.

搜
助
を
行
っ
て
生
産
品
種
の
専
朽
化
等
経
営
合
理
化
を
突
施
せ
し
め
、
•資

本
. 

.

人
事
系
列
を
通
じ
て
自
己
.
の
^
会
社
乃
至
分
工
場
化
す
る
と
い
う
政
策
を
と 

.

る
0

こ
の
よ
：う
に
し
て
系
列
化
さ
れ
た
中
小
企
^

は
、も
は
や
経
営
の
自
主
性. 

、
資
本
の
独
立
性
を
喪
失
し
、
親
企
業
よ
り
遙
か
に
资
い
労
働
を
も
っ
て
優
秀
な 

技
術
を
^

1

に
提
供
す
奋
こ
と
：に
な
る
の
ヤ
^

る
。
：」

■:
:

な
一
お
、

同

じ

電

気

機

器

：で

も

、

.

独
占
品
種
か
ら
競
争
品
種

(

例
ぇ
ば
、
家
庭 

'■

用
電
気
槔
器
等)

に
な
る
に
し
た
が
ら
て
市
場
競
争
が
激
烈
と
な
る
た
め
、
以 

上

：の

生

産

系

列

と

と

：も

に

製

品

の

贩

売

網

の

.

確
立♦

市
場
系
列
め
強
化
が
独
占 

支
配
の
重
要
な
手
段
と
な
る
。

'

.

最
後
に
第
三
の
型
と
し
て
鉄
銅
に
お
け
る
企
業
系
列
。

-

/

一.
,欽
鋼
業
で
は
、'
周
知
.の
.
_よ
う
，に
、.
.
.戦
後
、'
.
.一.賞
メ 
I

力ー

.

(

独
占
.
三
社)

..に 

よ
る
原
料
入
銑
鉄
、

)

半
成
品
©

 

i

>
压
延
部
門
の
設
備
合
理
化
に
よ
る
ニ 

次
製
品
部
門
の
変
茶
等
を
基
礎
と
し
ズ
、
平
炉
，
単
圧
ズ
ー
ヵ
ー
の
分
解
が
進 

み
、
平
炉
メ 
I力

： -

の
，一：.部
上
層
が
一
貢
メ
.
I

ヵ

ー

に
上
昇
す
る
と
同
時
に
、
 

f

の
平
炉
•
単
圧
メ
.
1力
V

の
有
力
炎
業
の
殆
ど
.
す
べ
て
が
，|

貢
三
社
の
企 

業
系
列
ヒ
蛆
織
さ
れ
る
と
い
う
、
：
生
産
構
造
の
大
規
模
な
i

成
が
行
わ
れ 

〈

市
川
弘
勝
氏
の
.い
.
.わ
へ
ゆ
る
.
'
.
--
.

平
，炉
メ
.

|

力
ー
：の
'
へカ
.解
と
単
圧
メ 

I

力

■丨
の
変 

.

貌」
)

、
鉄
鋼
独
占
の
■政
策
は
こ
れ
ら
三
大
系
列
を
中
心
ド
と
し
.
て
動
き
つ
つ
あ
る
。

'.

と
こ
ろ
で
、
こ
の
企
業
系
列
が
、
ま
ず
銑
鉄
：.
.

1

品
等
の
圧
延
.
加
エ
と 

い
う
生
産
系
列
を
中
心
と
す
る
も
.

の
.

で
あ
る
こ
と
'は
、■い
う
ま
で
も
な
い
。
と
く 

に
独
占
の
生
産
体
制
が
設
備
合
理
化
に
よ
っ
て
多
角
化
/
総
合
化
し
て
来
る
に 

つ
れ
.
て
、
系
列
関
係
も
親
工
場
を
中
心
と
す
る
有
機
的
な
結
合
関
係
へ
と
進
み
、

第
一
一
の
型
と
同
じ
く
、
全
体
と
し
て
の
生
産
体
系
の
合
理
化
が
鉄
銅
業
の
独
占 

'支
配
の
基
礎
と
な
っ
て
来
る(

北
九
州
の
戸
畑
地
区
に
鉄
鏰
セ
ゾ

タ
ー
の
建
設 

計
画
を
予
定
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
八
幡
製
鉄
の
合
理
化
訐
画
け
：か
か
る
系 

列
化
の
典
型
で
あ
る)

。

.
‘ 

.

し
か
し
、
か
か
る
系
列
化
に
ょ
-?

て
、
同
時
に
、
独
占
が
自
己
の
製
品

C

鉄 

鉄
♦

半
成
品
等)

の
市
場
増
大
•

確

保
.

安
定
を
は
か
り
、
新
鋭
設
備
の
操
業 

度
引
上
げ
、
利
潤
の
増
大
を
可
能
に
す
る
条
件
を
つ
く
ろ
ぅ
と
し
て
い
る
点
で 

は
、.
市
場
系
列
に
重
点
を
.お
く
第
一
の
型
に
お
け
る
利
用
方
式
が
そ
こ
に
貫
か 

れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
.

で
き
る
。

例
え
ば
、
独
占
が
中
小
単
圧
メ
ー
ヵ
ー
を
自
己
.

の
系
列
に
組
織
す
る
際
、，：.自 

B

の
製
品
の
買
手
と
.な
り
得
る
も
の
の
み
を
系
列
内
に
残
す
と
い
ぅ
厳
選
主
義 

を
と
っ
た
こ
と
、
ま
た
系
列
内
に
残
っ
た
メ
ー
ヵ
ー
に
対
し
て
も
、
生
産
品
種 

の
輪
換(

独
占
の
品
種
と
競
合
す
る
も
の
か
ら
し
な
い
も
の
へ

)

、独
占
の
た
め 

_

の
下
請
的
な
設
備
合
理
化
.(

例
え
ば
、
薄
板
生
產
に
お
い
て
、
.旧
式
設
備
を
廃 

棄
し
独
占
の

ス
ト
リ
ッ
プ

•

ミ
ル
製
品
を
加
工
妙
理
す

る
た
め
の
■レ
バ
I

シ
ン 

グ
•

ミ
ル
を
導
入
す
る
；

T

等
の
形
で
系
列
企
業
に
対
す
る
支
配
統
制
が
行
わ
れ 

て
い
る
こ
と
は
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

.

し
た
が
っ
て
こ
の
鉄
銅
業
の
場
合
は
、-
、罾
一
.
及

び

第

一

一

の

型

め

企

業

系

列

化 

方
式
を
巧
み
に
結
合
し
た
事
例
と
い
い
得
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
独
占 

間
の
市
場
競
争
が
激
し
.

く
な
れ
ば
、
系
列
化
は
加
工
度
の
：高
い
ニ
次
製
品
部
門 

ベ
拡
大
さ
れ
、
第
一
の
製
の
㈣

^

方
式
の
比
重
が
胃
カ
す
る
こ
と
に
な
る
。：

.

.

企
業
系
列
化
に
よ
る
中
小
企
業
の
.

亥
配
.
刺
用
と
い
う
面
に
あ
ら
わ
れ
る
独

:

産
業
再
編
成
の
最
近
の
特
徴
と
問
題
点

占
の
最
大
限
利
撋
追
求
の
方
法
は
、
現
実
的
に
は
；は
ぽ
以
上
の
形
態
を
と
る
の 

で
あ
る
。

ii

企
業
系
列
化
と
独
占
体
の
®

!

^

•

.

こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
企
業
系
列
化
が
、
独
占
と
非
独
占
、
中
小
企
業
等
を 

結
ぶ
.
.

「

縦
の
系
列
化」

■

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
.こ
れ
か
ら
述
べ
る
新
し
い
形
の
企 

業
系
列
化

(「

企
業
集
®'

化」
)

は
、
い
わ
ば

r

横
の
系
列
化」

す
な
わ
ち
独
占 

が
新
し
い
産
業
分
野
に
進
出
し
て
こ
れ
を
支
@3

し
、
自
己
の
コ
ン
ッ
エ
ル
ソ
体 

制
を
拡
大
'

強
化
す
る
%.

の
で
あ
る
と
い
え
よ
ぅ
:°

し
た
が
•

っ
て
、
こ
の

企
業
^

列
化
.̂

独
占
体
内
部
の
i

成
で
あ
る
限
り
、
 

こ
れ
、に
よ
る
個
.

々
の
企
業
間
の
資
本
的
支
配
従
属
関
係

(「

縦
の
系
列
化

」

に 

見
ら
れ
た

)

は
元
来
あ
り
得
ず
、
た
だ
独
占
体
の
構
成
分
子
で
あ
る
個
々
の
企 

業
間
の
結
合
関
係
の
_

成
が
あ
る
の
み
で
あ
--
>

.

て
、こ

の
®
!
!

成
の
形
態
が 

い
わ
ゆ
る
新
コ
ン
ッ
ヱ
ル
ン
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

:

例
え
ば
石
油
化
学
工
業
は
新
産
業
の
代
表
と
い
わ
れ
、

現
在
財
閥
系
独
占 

(

三
井
.

三
菱
•

住
友
.

古
河
等)

の
進
出
旨
11

が
着
々
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
 

そ
の
計
画
に
よ
っ
て
出
現
す
る
新
コ
ン
ッ
エ
：ル
ン
は
、
持
株
^
社
を
ピ
ラ
ミ
ッ 

ド
の
頂
点
と
す
る
戦
前
.

の
旧
財
間
型
コ
ン
ッ
エ
ル
ン
と
は
違
っ
て
、
典
型
的
な 

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
.
す
な
わ
ち
、
.
化
学
生
産
に
お
け
る
原
料
加
工
の
連
続
諸
工
程 

の
結
合
、
さ
ら
に
相
互
に
補
完
的
役
割
を
果
す
生
産
諸
部
門
の
結
合
等
、
原
料 

か
ら
製
品
に
至
る
複
雑
な
全
生
産
体
系
を
、
す
べ
て
の
関
連
i

に
お
け
る
巨 

大
企
業
を
も
っ

H

結
ん
だ
総
合
経
営
体
で
あ
り
、
か
つ
、
多
く
が
同
一
罾
^
系 

統

に

厲

す

；

企

業

游

.

の
対
等
な
条
件
で
の
参
加
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

五

七

(

三
九
九)

.



:

と
こ
み
が
、
：
こ
€>
-

:

よ
う
な
新
産
業
：へ
の
逸
出
に
と
も
な
っ
そ
餡
来
ひ
生
産
^

:

:
 

系
が
変
化
す
る
場
合

(

例
ぇ
ば
原
料
源
の
転
換
«-

、
個
々
の
独
占
.の
す
べ
て 

:

が
、
石
汕
化
学
に
お
い
て
財
間
系
独
占
が
行
っ
た
よ
う
に
、
自
己
.の
資
本
系
列 

，..内
で
.
.こ
の
新
し
い
生
産
体
系
を
直
ち
に
.

つ
く
り
得
る
と
は
.

限
ら
な
い
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

例
え
ば
、
斜
陽
産
桊
と
い
わ
れ
る
■

に
代
っ
で
新
し
く
登
場
し
た
化
学
戡
：
 

維
，合
成
繊
維

(

ナ
ィ
ロ
ン
♦
ビ
. 

一一：
ロ
ン
• 

7
セ
テ
ー
ト
等)

の
場
合
に
は

(

既
. 

f

c

綿
紐
♦

.

化
繊
独
占
が
大
規
模
に
進
出
し
増
産
計
画

.

を
立
て
て
い
る

)

、そ
の
原 

料
繊
維
が
高
度
な
化
学
工
業
を
遨
礎
と
し
て
い
る
た
め
、
化
戡
部
£
!
だ
け
で
な 

く
化
学
部
朽
を
も
自
已
の
-

^

内
に
擁
す
る
財
闕
系
独
占
乃
至
総
ム
s-
:

li

独
占 

.

に
と
？
て
は
、
.

合
成
繊
維
へ
の
進
出——

「
横
の
系
列
化」

I

新
コ
ン
ッ
テ 

ル
ン
.

の

形

成

が

き

わ

め

て

容

易

で

あ

る

の

に

対

し

て

、
.
資

本

力

も

^
本
泵
列
も

. 

相
対
的
に
弱
い
単
業
の
綿
魴
独
占
は
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
、
合
成
娥
維
：へ
め
：. 

進
出
に
際
し
て
、
そ
の
大
部
分

(

例
ぇ
ば
十
大
紡
の
：う
ち
八
社)

は
原
料
繊
維 

の
入
手
関
贫
を
瓦
じ
て
化
^

独
占
の
従
厲
下
に
入
る
■

か
、
fe
:

る
い
は
総
合
化
1| 

独
占
よ
り
原
料
繊
雛
の
を
う
け
て
下
請
妨
績
を
行
う
と
い
.

う
新
し
い
«

_

を
坐
じ
.

て
.

い

る

(

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
業
の
綿
紡
独
占
は
、

'

こ
.の
新
産
業
に 

進
出
し
な
け
れ
ば
、'独
占
間
の
激
し
い
競
争
戦
か
ら
完
全
に
敗
退
す
る
こ
と
に 

な
る)

。
し
か
も
、
こ
の
合
成
繊
維
が
や
が
て
そ
の
原
料
源
を
石
油
化
学
部
^

に
. 

求
め
る
よ
う
忙
な
れ
ば
、
総
合
資
本
し
た
が
っ
て
財
閥
系
§

と

-^
_
⑽
自
と 

の
較
差
は
ま
す
.

ま
す
拔
大
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

、

.

.

.

.
，
独

占

体

の

産

業

の

新

た

な

支

配

I

コ
V .
ッ
エ
ル
シ
■体
制
の
搲
大
♦

強
化
は
、

こ
こ
に
お
い
て
独
占
体
自
身
：の
階
^

分
化
八
し
た
が
' 

っ
て
資
本
的
支
：配

従

腐

関
'

'
.

係
め
発
生)

.-
3

腺
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
0

か
く
し
て
、
朝
鮮
ブ
ー
ム
の
崩
壊
、
.

平
和
不
況
の
過
程
以
降
、
国
際
競
争
力 

の
強
化
と
い
う
課
題
を
に
亦

っ
て
推
員
さ
れ
て
来
た
_

罾
の
i

成
は
、
設
備 

合
理
化
•

坐
産
方
式
の
高
度
化
と
い
う
武
器
を
槓
杼
と
し
て
、
M

業
各
部
^
及 

び
産
業
構
造
の
改
編
、
.

生

産
.

市
場
構
造
の
変
革
を
も
た
ら
し
つ
つ
、
独
占
. 

非
独
占
.

中
小
企
業
等
の
各
層
に
わ
た
る
分
解
成
を
生
み
出
し
、
か
か

る
®
:

1

1

成
.

に
お
い
て
、
独
占
は
、
力
ル
テ
ル
•

ト

ラ

ス

ト

•
コ
ン
ツ

み
ル
vg
t

 

の
方
向
を
明
確
に
打
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
産
業
の
1

成
と
結
び
つ 

い
た
か
か
る
独
占
支
配
は
、
戦
後
の
最
初
の
数
年
間
に
比
べ
て
、
ま
た
戦
前
の 

時
期
に
較
べ
て
も
著
し
い
形
態
変
伯
を
示
す
も
の
と
い
え
ょ
う
0

(

注
.

一)

-

ト
ラ
ス—

化
、
い
わ
ゆ
る
企
業
合
同
に
つ
い
て

.

は
と
く
に
触
れ
な 

，が
？
た
が
、
そ
の
大
規
模
な
も
の
は
産
業
部
門
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
に 

対
し
、
流
通

•

貿
易
部
面
で
は
財
闕
系
商
社

(

三
菱
商
事
•

三
井
物
産
等)

 

.

の
大
合
同
と
な
っ
て
あ
ら

.

わ
れ
た
。

：

(

注
ニ

)

も
ち
ろ
ん
、

力
ル
テ
ル
.

ト
ラ
.
ス
ト
•
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
結
求
と 

.

利
用
が
自
由
自
在
に
行
わ
れ
た
戦
前
時
に
比
べ
れ
ば
、
独
占
支
配
力
の
.絶 

.

.

対
水
準
は
い
ま
だ

.

低
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

' L

か
し
、
戦
後
の 

日
本
の
独
占
が
、
戦
前
ょ
り
遙
か
に
困
難
化
し
た
内
外
の
諸
条
件
の
な
か 

.

.

て
.

蜜
し
く
弱
化
せ
し
め
ら
‘

れ
た
そ
.

の.
支
配
力
を
.

と
.

り
戻
す
ベ
.く
産
業
の 

大
規
模
な
再
編
成
を

'

行
い
，つ
つ

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
強
化
さ
れ
た
鹿
業
基 

&

に
合
理
的
ぶ
結
び
つ
く
強
力
な
独
占
支
配
体
制
の
確
立
を
：

I
E

指
し
つ
つ

.

知
る
こ
と
ス
戦
前
の
财
阱
に
よ
る
独
枉
支
配
は
'.
'

-

そ
.の
産
業
基
盤
の
面
で

.

は
き
わ
.め
て
脆
.弱
な
.牲
格
を
包
蔵
:1
.
て
い
た)

の
新
し
い
意
義
を
評
価
し 

た
い
の
で
あ
る
。

一
 

• 

.

一

,.
(K
)

,

再
編
成
を
め
ぐ
る
矛
盾
の
現
段
僧
：'
'

:

,

産
業
の
M

成
を
基
礎
と
す
る
以
上
の
ご
と
き
力

'ル

テ

ル
.

ト
ラK

ト
.'

コ 

ン
ッ
エ
ル
ン
化
の
•

傾
向
が
白
本
の
独
古
茭
配
体
制
.

の
-

戦
後
に
お
げ
る
強
大
化
を
，
 

意
味
す
る
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
-̂

い
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
.
.た
独
占
資
本
主
義
の
. 

■

矛
盾
の
発
展
を
も
反
映
し
て
い
る
。

.

こ
の
点
か
ら
観
れ
ば
，
い
爹
ま
で
述
べ
て 

来
た
さ
ま
ざ
ま
.の
独
占
支
配
の
手
段
も
、
要
す
る
に
矛
盾
の
独
占
資
本
的
解
決\

 

策
.

*

克
^

P

の
体
系
で
あ
る
と
い
え
よ
}
。
独
占
ば
、
常
に
矛
盾
克
服
の
た
め
. 

の
®

を
打
ち
出
し
な
が
ら
、..矛
霞
の
連
鎖
瓦
応
的
発
展
に
対
し
て
次
々
と
新 

し
い
.

^

^

を
用
意
し
な
げ
れ
ば
な
^

な
'

い
の
で
^

っ
た
。

す
な
.わ
ち
、資
本
主
義
の
塞
本
矛
盾
で
あ
る「

生
産
の
社
会
的
性
答
と「

所
，
 

有
の
私
的
•

資
本
家
的
形
態1

と
の
矛
盾
は
、
®

銅
成
の
：過
程
を
経
て
、
生
産
'
' 

方
式
の
高
度
化•

社
会
的
分
業
体
系
.
の
！̂

等
に
よ
る
生
産
の
社
会
的
関
連
性 

の
複
雑
化
.

密
接
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.
資
本
の
集
積
.•集
中
の
著
し
い
進
行 

(

系
列
化
等
に
よ

る

集
中
を
も

含
め
て)

•
少
数
の
太
独
占
体
に
よ
る
社
会
的
富 

の
独
占
的
所
有
と
し
て
、
，ま

.

た
独
占
体
自
身
及
び
そ
の
系
列
組
織
内
部
の
経
営 

の
.
合
理
性
；
計
画
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、，
独
占
体
粗
瓦
間
の
し)

の
ぎ
を
削
る
激 

し
ば
無
敗
府
的
競
争
の
存
在
と
な
マ
て
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
ら
は
産
業
部
門
間
の 

不
均
等
な
発
展
を
促
進
し
つ
つ
：絶
え
ず
過
剰
生
産
-
—

恐
慌
の
要
因
を
蓄
積
す

.

鹿
業
.再

編

成

の

最

近

の

特

徴

と

問

題

点
.

.

る

が

そ

，
し

て

.

、
敗
占
依
の
経
當
の
多
角
化
..
'

緣
合
化
や
カ
ル
テ
ル
等
の
独
占
紙
‘ 

:

.

織
は
、
激
甚
な
競
争
や
恐
慌
の
危
険
そ
の
も
の
を
除
去
し
な
い
で
却
っ
て
そ
の
. 

作
用
範
囲
を
底
め
^

影
響
を
深
刻
な
も
の
と
し
、
独
占
に
よ
る
最
大
限
利
澗
追 

.

.

求
の
条
，件
を
不
安
定
|

す
る
要
素
を
も
づ
て
い
る
。

_ 

'
.例
え
ば
、
独
占
の
経
営
多
角
化
,.

総
合
化
の
：結
果
で
あ
る
ニ
次
製
品
市
場
へ 

.

の
進
出
は
、
独
^

み
ず
か
ら
が
市
況
変
動
•
恐
慌
の
直
接
篇
響
に
さ
ら
さ
れ 

る
可
能
性
を
意
味
し
、’
流
通
.

面
で
の
カ
ル
テ
ル
化

(

及
び
.

ト」

フ
ス
ト
化

)

は
過
剰 

生
産
を
隠
蔽
し
、恐
慌
要
因
.

の
蓄
積
を
潜
在
化
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
ク
て
、
恐
慌 

.

■

'

爆
発
の
影
響
範
囲
.

を
拡
大
し
、
：生
産
面
で
の
カ
ル
テ
ル
化

(

た
と
£

ば
操
短)

■

ば
設
備
合
理
化
の
^

果
を
著
し
く
阻
害
す
る
.

こ

と

に

よ

っ

て

.、

.
独

占

の

利

潤

増 

-■
■

.

大
の
要
求
と
矛
盾
し
、)

合
理
化
法
1

よ
石
中
小
企
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
は
市
況 

変
動
に
利
用
す
る
い
お
ば
ク
r

シ
ョ
ン
を
弱
体
化
せ
し
め
、
ま
た
生
産.

市
場 

.

.

面
に
わ
た
る
広

^

な
企
業
系
列
化
は
、
市
況
変
動
へ
の
'適
応
性
を
制
約
す
る
こ 

.

と
に
よ
づ
‘

て
、
、
间
れ
も
恐
慌
の
独
占
自
身
へ
の
波
及
の
：危
険
性
を
増
大
す
る
'

こ
.

と

.と
な
る
;'
0

し
か
し
、
：独
占
は
常
に
が
か
る
危
険
を
防
止
し
'つ
つ
カ
ル
テ
ル
や 

:

.

企
業
系
列
組
織
の
利
用
を
は
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
、

つ
い
に
国
家 

権
力
に
保
障
さ
れ
：た
強
制
規
定
に
訴
え
て
ま
で
诌
己
の
利
益
を
ま
も
ら
な
け
れ 

v

 

: 

8

ら
な
4

|

で
あ
っ
た

(

合
理
化
法
あ
る
い
は
産
業
組
織
|

案
の

■

し
た
が
つ
て

.

矛
盾
の
し
わ
ょ
せ
は
、
す
べ
て
独
占
以
外
の
国
民
の
あ
ら
ゆ
る 

-

階
層
に
対
し
て
行
好
れ
、''
'

中
小
企
業
•
穷
働
卷
等
が
そ
の
当
面
の
対
象
と
な
る 

'

■

.

こ
と
は
当
然
の
理
ゼ
あ
る
。

'

,•

':
.

,

五

九(

四
0

ー
 

ノ

£:

と
く
^



.'

中
小
企
業
は
、
既
r-
:

速

べ

て

来

た

と

と

ち

か

ら

も

明

ら

か

な

：よ

5

に
、
•菅
 

:

と
競
争
を
通
じ
て
の
ニ
童
0

収
奪
.
<0
'

も
4

で
，
、
場
を
奪
わ
れ「

材
料
高
一
，
製
：
 

品

务

の

死

活

競

爭

に

ー

追

い

や

ら

れ

ゝ

/

合

理

化

法

等
に
よ
ー
ャ
で

^

^

め
危
機
に
直
：
 

面
す
る
と
と
も
に
、

.̂
_

系
列
^

に
，よ
々
て
.

経
営
の
自
主
性
：の
喪
失
、：
独
占
へ
；

.

:の
身
売
03

を
余
儀
な
ぐ
さ
れ
、
ぁ
る
い
は
そ
>

の
多
<-
:

が

き

わ

め

て

不

安

定

な

.立 

塲
に
お
か
れ
る
に
茧
る
？ 

‘

'.
.

.

-

.

ま
た
矛
盾
の
し
わ
よ
せ
の
最
も
激
し
い
の
は
労
働
者
で
あ
る
タ
設
備
合
理
■化 

.

に
.
基
づ
く
直
接
の
人
員
整
理
は
独
占
か
ら
中
小
&

業
.(

も
ち
ろ
ん
そ

，の
上
層〉

'

に
及
び 

'ハ
下
層
は
舍
理
化
法
等
に
よ
っ
て
企
業
ネ
ろ
と
も
整
理
さ
れ
る)

、整
理 

を
免
れ
た
も
の
も
職
場
の
配
置
転
換
.
や
欠
員
補
充
•

新
規
採
用
の
見
合
せ
、
労 

務
管
理
の
強
化
、
生
産
性
向
上
運
動
の
促
進
に
よ
る
経
営
合
理
化
等
々
.
の
結
果
、
 

労
働
密
度
の
増
大(

.

と
く
に
独
占
•

大
企
業)

と
長
労
働
時
間

C

と
く
に
中
小
企
： 

業)

と
に
よ
る
労
働
強
化
•
'
低
賃
金
を
強
い
ら
れ(
中
小
企
業
•

家
内
労
働
者
•
' 

.臨
時
労
働
者
等H

.

汎
な
低
賃
金
利
用
に
基
づ
ぐ
賃
杂
の
職
階
別
，
企
_
胄
較
差 

の
増
大)

、全
体
と
-1
.

て
屜
傭
水
準
の
停
滞
乃
至
上
昇
の
連
れ
、
雇
傭
形
態
の
不 

雜
全
化
、
失
業
•

半
失
業
問
題
の
深
刻
化
等
を
も
た
ら
す(

最
近
の
景
気
上
昇 

ブ
卜
ム
に
よ
る
雇
傭
状
態
の
好
転
は
、
矛
盾
の
.
し
わ
よ
'せ
の
形
態
を
一
時
緩
和
. 

す
る
毛
の
で
は
ぁ
っ
て
も
し
わ
よ
せ
そ
の
も
の
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い)
。

し
か
し
、
独
占
に
.

と
マ
て
か
か
る
し
わ
よ
せ
を
困
難
.に
す
る
条
件
も
ま
.
た
生 

み
出
さ
れ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
、
独
占
を
中
心
と
す
る
設
備
合
理
化
丨
経
営
合 

理
化
、
ヵ
ル
テ
ル
化
、
企
業
系
列
化
等
独
占
支
配
が
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

. 

中
小
企
業
.

労
働
者
等
の
組
織
化
.統
一
化
は
さ
ま
ざ
ま
の
障
碍
に
直
面
す
る
反

.

.

.

 

:

 

.

.

.

六
0

 

(

四 0
1
1
)
.

.

面
、
か
れ
ら
の
自
標c

し
わ
よ
せ
の
窮
極
の
原
因)

の
金
貌
が
ま
す
ま
す
明
確
と 

な
り
、
一
そ
の
«

動
の
基
盤
%-

ま
た
合
理
化
さ
.

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

(

例
え
ば
中 

小
.

企

業

に

：
お
：
け

る

.

策
資
関
係
の
近
代
化
等

)

、

組

織

化

，
統

一

化

を

よ

り

容

易

に 

.

す
る
一
面
が
出
て
来
る
こ
と
、
，
こ
れ
で
あ
る
：(

再
編
成
に
よ

'

っ
て
、
労
働
者
の 

盤
'

理
.

中
小
企
業
O'

破
滅
が
必
至
と
な
る
場
合
に
は
い
う
ま
で
も
な
い

)

o
 

S

 

,

の
'

ニ
、
三
年
、
中
小
畓
業
層
の
--
1

下
が
ら
の」

組
織
化
浓
従
来
の
協
同
組
合
組 

織
と
ば
別
個
に
政
治
的
な
要
求
を
か
か
げ
て
枱
頭
し
始
め
、同
時
に
中
小
企
業
. 

、
家
内
労
働
等
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
が
顕
著
に
進
.

み
、
既
存
の
組
織
労
働
者 

:

と
の
結
合
に
.

よ
，る
広
巩
な
統一

の
基
磔
が
次
第
に
形
成
さ
れ
、
と
く
に
総
評
等 

を
中
心
と
し
て「

最
低
賃
金
制」

⑩
立
へ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
.に
室
っ
た
こ
と 

は
、
矛
盾
の
発
展
が
新
し
い
局
面
に
来
て
いK

?

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

■;
■:そ

れ
故
、
最
近
通
産
省
を
中
心
に
立
法
化
へ
の
.

動
き
を
見
せ
て
：い
る「

産
業 

組
織
化」

の
方
針

(

重
要
産
業
の
仝
部

Pi

に
：わ
た
る
包
括
的
な
組
織
化
夂
は
産 

業
部
門
別
の
組
織
化——

「

振
興
法
案」

.「

需
耠
安
定
法
窠」

等
及
/ひ
中
小
企
業 

'

の.
組
織
：北
I

「

中
小
企
業
等
組
織
化
.

法
案」

等)

も
、も
ち
ろ
ん
力
ル
テ
ル
，
 

ト
ラ
ス
ト

.

コ
ン
ッ
エ
ル
ン
化
の
傾
向
を
国
家
権
力
の
保
障
の
も
と
.に
よ
り
一 

層
促
進
助
長
せ
し
め
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
同
時
に
、.
中
小
企
業

• 

労
働
者
等
のT

下
か
ら
のJ

組
織
化
を
'「

上
か
ら
の」

組
織
化
に
解
消
す
る
こ 

.

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
過
度
の
発
展
を
調
整
し
、
，労
働
者
の
分
散
支
配
体
制
の
維 

持
*

■

安
定
化
を
は
か
る
こ
と
に
よ
.

っ
て
、
.
自

已

の

最

大

限

利

潤

の

源

泉

を

確

保 

し

よ

う

と

す

る

独

占

の

.政

策

方

針

を

反

映

す

る

側

面

を

も

も

っ
て
い
る
と
見
る

. 

こ
と
ガ
で
き
よ
う
。

' 

•

成
に
ょ
る
独
占
支
配
の
強
化
と
矛
盾
の
発
展
と
の
相
互
循
環
は
以
上
の
.

こ

と

き

の
て
あ
る
。

〔

附
記〕

.

本
稿
は
、
日
本
の
鹿
業
の
最
近
の
支
配
的
動
向
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
 

得
編
成
過
程
を
'

で
き
る
だ
け
生
産
力
=

生
産
関
係
の
観
点
か
ら
整
理
1

ょ
ぅ 

と
し
た

1

つ
の
試
み
に
過
ぎ
な
い
。
考
察
の
対
象
が
、
い
ぎ
お
い
、
産
業
部 

門
中
心
に
な
っ
た
た
め
、
財
政
,

金
隞
等
金
融
資
本
支
配
の
重
要
侧
面
は
一 

祐
前
提
し
つ
つ
も
-

れ
に
直
接
烟
れ
.る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、，
再 

溻
成
を
と
く
に
鹿
業
循
璁
と
の
関
係
で
問
燁
と
す
る
璩
合
に
こ
れ
で
は
不
十 

分
な
こ
と
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
白
書
の
い
わ
.ゆ

る「

近
代
化」

(

ト
ラ 

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
し
の
面
を
.強
調
し
た
こ
と
に
ょ
っ
て
、‘
独
占
支
配 

.

の
日
本
的
特
質
の
把
握
が
不
明
確
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
. 

で
引
続
き
.
行
わ
る
.

べ
き
こ
と
は
、
日
本
的
特
質
の
究
明
で
あ
る
よ
り
も
む
し

ろ
.
戦
前
の
財
閥
支
配
下
の
独
占
体
制
と
今
日
の
そ
れ
と
の
詳
細
な
比
較
：研
究 

.
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
^

、
対
‘.米
依
存
乃
至
従
属
関
保
を
基
調
と
す 

る
戦
後
の
日
本
資
本
主
義
の
内
外
の
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
 

こ
の
：鹿
業
再
編
成
：の
：̂
.

つ
従
屈
的
性
格
と
い
う
.
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
.
. 

態
の
固
定
的
：
断
片
的
な
理
解
で
な
く
、
鉻
展
的
.'
総
合
的
な
認
識
に
ょ
っ 

て
裏
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

'

な
お
、
本
稿
は
、
日
本
経
済
政
策
学
会
の
昭
和
三
十
一
年
度
文
部
省
科
学 

研
究
費
.
に
ょ
る
共
同
研
究「

戦
後
十
年
の
日
本
経
済
政
策」

の
う
ち
、
関
東 

部
会
の
鉱
.
工
業
部
門
研
究
会
の
担
当
部
分
に
.
つ
い
て
、
そ
め
一
部
を
私
が
同 

研
究
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の(

日
本
評
論
新
社
刊
、
#

東
岱
吉
編「

戦 

後
日
本
のH

業
政
策」

rr
JR
.-

拙
槁
論
文
.

「

產
業
の
再
■
成
と
独
占
支
配
の
員 

開

j

参
照)

の
要
約
で
あ
る

。

.

, 

.

產
業
再
編
成
の
蕞
近
の
犄
微
と
問
題
点

-

.
'

''
.

.

.

v

\

.
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